
金
滞
古
政
志
巻
十
八

後
之
柵
，
御
池
之
廻
り
綱
、
手
水
鉢
蓋
之
俄
申
上
候
践
に
、
H
L
又
被
ν

笥
=
仰
付
-
出
来
仕
候
事
。

右
之
通
に
て
御
座
候
。
以
上
。

延
寅
二
年
四
月
十
九
日

篠

原

級

部

殴

永

原

左

京

殿

紳
明
榊
主
多
悶
丹
波
守
判

御
参
時制
之
刻
限
反
・
巴
之
問
也
。
御
供
之
商
L
K

奥
村
伊
激
励
尾
敏
馬

右
の
如
く
、
朝
国
務
中
は
務
費
作
事
所
中
の
一

ケ
臨
川
氏
て
、
破
損
修
理

方
時
々
命
ぜ
ら
れ
し
か
ど
、
金
潔
市
中
の
紳
祉
た
る

K
依

っ

て

枇

料
は
容
附
な
か
り
け
り
。

O
藩
侯
諸
公
子
宮
参

密
草
加
中
は
図
初
以
来
、
卯
辰
観
音
院
山
王
枇
を
披
内
の
産
土
榊
と
た

し
、
山
田
参
の
恒
例
た
り
し
か
ど
、
彼
の
制
は
糾
仰
混
品
仙
の
枇
た
り
し

故
に
や
、
五
世
参
議
中
将
綱
紀
卿
の
時
は
自
民
野
一
糾
明
批
を
ば
産
土
利

と
せ
ら
れ
.
公
子
建
官
会
の
式
あ
り
た
り
。
按
宇
る
に
、
綱
紀
卿
の

第
一
男
千
代
松
消
君
、
延
寅
二
年
十
月
十
二
日
於
a
金
潔
-誕
生
.
翠

三
年
三
月
二
日
榊
明
社
へ
宮
参
し
給
ふ
、
是
初
也
。
問
自
家
見
聞
集
及

び
年
制
阿
に
云
ふ
。
延
貧
三
年
三
月
二
日
千
代
松
君
御
藍
榊
務
、
金
部
紳

明
富
を
被
ν
ト
、
御
一
脚
奔
之
規
式
は
榊
遊
士
問
中
-
関
器
り
て
行
ν
之、

恒
川
監
物
.
井
御
停
橋
爪
五
兵
衛
・
小
幡
七
郎
兵
街
、

御
横
目
和
田
小

方
術
門
也
O

御
先
持
奥
村
因
幡
e

野
村
椛
兵
衛
波
法
菩
左
衛
門
。
図

幡
は
枇
中
K
伺
公
、
野
村
・
波
越
両
人
は
御
酌
加
役
也
。
於
札脚
前
-御

規
式
有
ν
之
。
一
判
前
御
献
納
物
如
ν
左。

御
太
刀

一一眼

御
馬
代
賞
金
拾
閉

鮭
極
引
拾
尺

慰
斗
鮫
拾
把

干
鱈
拾
尾

御
樗
酒
一
荷

榊
主
役
五
位
下
多
聞
丹
波
守
へ
生
絹
五
疋
被
ν
下
'
之
と
あ
り
。
但
し

同
年
六
月
十
五
日
二
歳
托
て
早
世
た
り
し
放
に
、
此
の
後
の
公
子
産

参
の
沙
汰
た
か
り
し
に
や
。
去
り
丸
な
が
ら
正
徳
二
年
五
月
公
女
達
駐

4ep
b
り
し
寺
枇
事
行
の
往
筒
、
子
V

今
僻
来
す
。

明
十
二
日
一
例
明
宮
h
H

御
州
問
機
方
御
参
務
之
刻
、
中
臣
之
紋
御
題
附

可
ν
被
ν
遊
旨
致
-
-一仰
出
-
候
僚
.
可
ν
被
レ
得
=共
意
-
候
。
以
上
。

壬

反

五

月

十

一

日

永

原

左

京

印

伊
藤
平
方
衛
門
印

多
聞
河
内
守
殿

御
州
問
機
方
御
参
諾
以
後
御
札
之
儀
‘
十
三
日
朝
六
時
過
捌
宅
迄
可
v

有
一-一持

h
E
E

一候。

一
-
盟
姫
様
直
似
桜
・
誇
制
限
様
、
右
御
三
人
様
h
御
礼
上
申
筈
陀

候
。
御
札
認
桜
之
俄
は
、

E
・五
・九
月
御
新
日
時
之
御
札
認
之
通
可
ν
然

候
僚
、
ま
桜
苛
ν
被
昌
心
得
-候
。
以
上
。

五
月
十
一
日

タ'1<

左

京

原

多
悶
河
内
守
殿

按
や
る
に
、
思
知
直
加
は
綱
紀
卿
の
公
女
也
。
持
制
限
は
貨
は
前
回

美
作
司
孝
行
の
女
主
義
女
と
た
し
給
へ
り
。
芭
姫
は
則
ち
E
徳
二
年

七
月
二
保
闘
白
士
口
出
品
公
の
政
所
と
成
り
‘
山師
姫
は
西
三
僚
大
納
言
公

稲
卿
の
肺
眠
中
と
成
り
給
へ
り
。
年
簡
に
、
E
徳
二
年
七
月
十
三
日
直

姫
君
京
都
へ
抽
出
輿
と
あ
り
。
さ
れ
ば
今
年
五
月
紳
明
枇
へ
枇
参
し
給

ふ
も
、
二
僚
家
へ
入
輿
K
就
い
て
の
市
中
な
ら
ん
か
。

符
姫
四
三
保
家

へ
入
興
は
.
正
徳
四
年
四
月
京
都
へ
褒
奥
あ
り
て
、
廿
七
日
陀
入
輿

左
り
。
文
化
三
年
糾
明
紳
主
多
岡
田
向
守
よ
り
書
出
し
た
る
由
来
舎

に
、
正
徳
二
年
五
月
十
二
日
盟
姫
様
芭
制
限
緩
務
姫
様
御
参
時
間
被
ν
遊

候
閥
、
御
最
花
銀
御
隙
備
被
v
遊
、
私
先
脱
河
内
守
居
宅
へ
御
入
被
ν

遊
‘
界
領
物
被
=
仰
付
↓
御
参
詩
後
御
三
方
様
べ
御
札
指
上
候
獄
、
永

原
左
京
殴
・
伊
藤
平
右
衛
門
殿
被
司仰
渡
一
献
上
仕
。
と
減
せ
た
れ
ど

金
滞
古
蹟
志
巻
十
八

も
‘
此
の
後
は
そ
の
事
な
か
り
け
ん
、
記
載
せ
宇
。

O
伊

勢

金
津
俳
優
停
記
に
云
ム
。
一
冗
和
じ
年
伊
勢
を
ど
り
世
上
に
は
や
り
‘

関

金
滞
へ
は
や
り
来
り
.
地
子
町
の
子
ど
も
組
を
立
て
を
ど
り
、
一糾明

へ
ま
で
ね
り
を
ど
り
、
さ
て
町
々
よ
り
女
第
に
、
本
町
よ
り
小
身
の

武
家
が
た
ま
で
ま
じ
り
、
頓
て
人
持
が
た
に
を
ど
り
来
り
‘
夫
れ
よ

り
御
城
へ
あ
が
り
、
女
中
町
か
た
の
も
の
ど
も
を
ど
り
、
御
意
K
入

候
よ
し
o
間
も
な
く
御
【向
う
と
し
て
、
結
構
怠
る
装
束
に
て
御
殿
御

女
中
が
た
を
ど
り
を
九
な
さ
れ
.
町
方
の
者
ど
も
、
見
物
仰
せ
つ
け
ら

れ
候
0

4

ん
と
の
時
町
人
も
ま
じ
り
を
ど
り
し
と
註
り
。
此
の
時
大
手

さ
き
よ
り
野
町
紳
明
ま
で
、
う
ち
六
尺
あ
け
て
垣
を
ゆ
ひ
、
此
の
内

を
御
大
身
ま
で
馬
に
乗
り
、
を
ど
り
在
が
ら
御
通
り
な
さ
れ
候
。
モ

の
献
の
文
伺
は
、
を
さ
ま
る
御
代
K
あ
モ
ベ
ゃ
あ
そ
ベ
。
風
が
な
け

れ
ば
波
も
た
し
。
天
下
泰
平
閤
土
安
穏
。
御
馬
を
や
ら
う
か
，
御
輿

を
や
ら
う
か
。
御
馬
も
い
や
よ
.
御
と
し
も
い
や
よ
。
た
も
ふ
御
人

民
手
を
ひ
か
れ
、
普
天
の
下
恭
平
図
土
安
給
。
一
拍
子
に
頭
を
ふ
り

て
ね
り
ゆ
く
。
共
の
次
に
米
抽
帽
を
ど
り
、
金
の
臼
、
銀
の
杵
に
金
の

柄
を
さ
し
、
杵
の
木
口

K
穴
を
あ
け
、
銀
箔
を
切
っ
て
い
れ
、
か
っ




